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ASTERデータとその利用 

一般財団法人 宇宙システム開発利用推進機構 

平成28年9月6日 

平成28年度宇宙産業シンポジウム 
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2016.8.21 

2016.7.20 

2016.8.28 

ASTER VNIR 
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2016.8.21 

2016.7.20 

2016.8.28 

ASTER TIR 
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ASTER VNIRとTIR 

2016.8.21 2016.7.20 2016.8.28 
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Amatrice 

イタリア中部を襲った地震（8月24

日）後、大至急撮像するよう観測プ
ログラムを入れました。 
震災４日後の28日にアマトリー
チェ周辺を含む画像が取得できま
した。 
 

震災前は町の建物等は灰色に見
えていますが、震災後は白っぽく
なっていることが見てとれます。 
 

建物や壁が崩れ落ちると、可視域
から近赤外域で輝度値が大きくな
る傾向があることがこれまでの事
例で確認されており、アマトリーチェ
も同様であると思われます。 

震災前 

震災後 
2016.8.28 

2016.8.21 

ASTERは、今も観測し続けています。 

2016.7.20 
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400nm 800nm 1200nm 1600nm 2000nm 2400nm 

粘土鉱物の種別 
（石油・金属鉱床探査） 

光合成の強さ（植生分類、米・小麦生育等） 

沿岸（サンゴ礁） 

鉄酸化物の種別（金属鉱床探査） 

森林（種別、生育） 

地質（石油・金属鉱床探査） 

電磁波 
の波長 

可視光線 赤外線（短波長赤外線） 

3バンド 5バンド 1バンド 

赤外線（熱赤外線） 

8000-12000nm 

5バンド 

表面温度、岩石種別 
（火山噴火、海流、地質） 

物体識別（安全保障、測量、土地管理等） 

森林（種別、生育） 

大気観測 
（水蒸気、二酸化炭素） 

土壌（塩害） 

可視域～熱赤外領域と観測対象 

ASTERは、可視光・近赤外線、短波長、熱赤外線領域までの帯域で、

地表面からの反射光、放射熱を観測しています。 

SWIR 
中間赤外観測  

波長帯域1600-2430nm 

VNIR 
可視光線、近赤外観測  
波長帯域520-860nm 

ＴIR 
熱赤外観測  

波長帯域8000-12000nm 

ASTER
の観測帯 
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異なる帯域のデータ 
（ASTERは14バンド）は、 

利用目的に応じて使い分けます。 
 
 

ASTERデータの性能が発揮されるところです。 

10 
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バンド321=RGB 

植生（近赤外）が赤く表現 

LANDSAT  

青バンドあり 
④ ③ ② 

トゥルーカラー ナチュラルカラー フォルスカラー 

光の３要素 

B 

G R 

C M 

Y 

バンド231=RGB  

植生(近赤外）を自然に近い緑色に発色 

バンド321=RGB 

青色バンドを青に  

可視・近赤外域 

② ③ ① 

B 

G R 

C M 

Y 

B 

G R 

C M 

Y 

④ ③ ② 

センサ別 バンドNo． 

可視近赤外画像の標準的なカラー合成法 

①青 ②緑 ③赤 ④近赤外 短波長～熱赤外 

可視光は青、緑、赤だけのため、
近赤外に赤を割り当てると、実際
の赤には青または緑を割り当てる
しかない⇒フォールスカラー 

ASTER 

青バンドなし 

ASTER 

青バンドなし 
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画像化 

各バンド
に 

３原色 

を割当 

 

 

２つの 

バンド比に 

３原色 

を割当 

4/6、 

5/6、 

5/8 

 

赤: アルーナイト変質帯 
   or 
      カオリナイト変質帯  
緑 : イライト変質帯 
青 : プロピライト変質帯 

事例：高硫化銅金鉱床の変質帯抽出（１シーン） 

バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 
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ASTER VNIR 
B:G:R = Green:Red:NIR 

ASTER VNIR+SWIR  
B:G:R = Green:SWIR:NIR 

SWIRを利用することで、雲と雪を明確に区分することが可能 

バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 

画像化 
各
バ
ン
ド
に
３
原
色
を
割
当 

事例：氷河観測（雲と雪の分類：１シーン） 
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ASTER VNIR B:G:R = Band1:2:3 

ASTER TIR = Band10 

ASTER SWIR B:G:R = Band 4:5:9 

バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 

 

各バンド
に 

３原色 

を割当 

 

画像化 

 

各バンド
に 

３原色 

を割当 

 画像化 

事例：森林火災（バンドにより異なる情報（１シーン）） 

黄：温度400度以上のエリア 

白：温度100度以上のエリア 
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メラピ火山 

2006/6/6 2006/5/30 

ASTER/SWIR（Band 8) 

夜間観測 

ASTER VNIR RGB = 321   
(6 June, 2006) 昼間観測 

ASTER/TIR（Band 10) 

夜間観測 

15 

Low                    High 

Low                    High 

事例：火山の夜間観測（１シーン） 

バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 
白黒画像
データを、レ
インボーカ
ラーで表示 

白黒画像
データを、
黒体輻射カ
ラーで表示 

画像化 
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事例：地表からの熱放射マップ（昼間：１シーン） 

ASTER グローバル放射率マップ (昼間) 

各バンド
に 

３原色 

を割当 

画
像
化

 

バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 

Tonooka and Urai, 2014 
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22nd Sep.,  2001（夜間） 

24th Sep.,  2001（昼間） 

事例：ヒートアイランドの状況（１シーン） 

 
５つの 
バンド 
から解析 
 

バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 

夜間、都心は郊外より温度
が高い。（温度のスケール
は、右図とは異なる） 

白黒画像
データを、レ
インボーカ
ラーで表示 
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12th March, 2002 

15th May, 2002 

 15 

 5 

（℃） 

水温 

事例：水温の状況監視（１シーン） 

バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 

５月の水温は、３月
よりも上昇している 

 
５つの 
バンド 
から解析 
 

白黒画像
データを、レ
インボーカ
ラーで表示 
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各バンドに 

３原色 

を割当 

 画像化 

ASTER  VNIR R :G:B= Band 3.2.1 

白黒画像データを 

レインボーカラーで表示 

温排水の 

流出と拡散 

温排水の流出と拡散（岸か
ら離れるに従い温度低下） 

低温     高温 

陸域：高温 

工場から排出される大量の温水流出
と拡散の監視。漁業への影響から監
視が必要。 

19 

バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 

事例：温排水の拡散状況監視（１シーン） 
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10th Nov., 2004 

SO2 濃度 

事例：火山ガスの濃度監視（１シーン） 

バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 

 
３つの 
バンド 

から
SO2濃
度解析 
 

白黒濃度
データを 

レインボー
カラーで
表示 

浅間山の噴煙に含まれるSO2濃度を推定 

各バンドに 

３原色 

を割当 

 画像化 

ASTER  VNIR R :G:B= Band 3.2.1 
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ASTER VNIR B:G:R = Band1:2:3 

事例：森林区分（２時期のシーン） 

夏と冬の２時期の観測データで、４バンドを使って
解析し分類 

夏と冬の
４つのバ
ンドから
解析し、
色付け 
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バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 
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事例：森林伐採監視（複数時期のシーン） 

ASTER 2002/11/18 ASTER 2004/02/25 

ASTER 2008/04/24 ASTER 2011/12/13 

差分
解析を
色付け 
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バンド１ 

バンド２ 

バンド３ 

バンド４ 

バンド５ 

バンド６ 

バンド７ 

バンド９ 

バンド８ 

バンド10 

バンド11 

バンド12 

バンド13 

バンド14 

VNIR 

SWIR 

TIR 

４時期の画像から、２時期毎
の差分解析を抽出 
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ASTER 
+ 

DEM 

Important  geologic structure is 
coming out  in the Scene 

Anticline 
Cyncline 

? uncertain  

? no information 

光学データにSARデータを組み合せ、地形の特徴を強調し、 

解析が行い易くなります。 

23 

事例：地形解析（光学データ+LバンドSAR+DEM） 

 

ASTER 
+ 

PALSAR 
+ 

DEM 
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24 
ASTER2005/06/17 ASTER2012/06/04 

PALSAR2007/07/07 PALSAR2009/07/12 PALSAR2010/07/15 

事例：森林伐採監視（光学データ+LバンドSAR） 

雲の多いインドネシアでの森林伐採監視には、光学データのみならず
SARデータを活用することが効果的です。 

ASTER2005/06/17 ASTER2012/06/04 
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事例：建物の熱効率測定サービス 
（熱赤外データ + 衛星測位データ + ハイパースペクトルデータ + 建物データ） 

ASTER/TIR、 
またはLnadsat
熱赤外データ 

 

熱分布
マップ 

 
建物データ 

対象地区
の絞込み 

現地調査 
・TIRセンサ 
・ハイパーセンサ 
・衛星測位データ 

・改修の必要な建物を特定。 

・建物改修による熱効率効果
も測定 

ThermCERT （英国Stevenson Astrosat社） 
 

          “衛星赤外データによる建物熱効率測定サービス” 
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観測データの組合せ・解析手法は無数 

 

他の衛星データとの組み合わせは無数 

 

衛星以外のデータとの組み合わせも無数 

 

新たなマップのアイデアは、あなた次第 

26 
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ASTERデータやLANDSATデータなどの光学データでは、 

地表を見たい人には雲は邪魔な存在です。 

 

 

27 

ASTER  RGB=3,2,1 (2008/October) PALSAR-1/ L-band (2008/October) 

Lake Chuzenji 

Mt. Nantai 

Lake Chuzenji 

Mt. Nantai 
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大量の光学データから、 
雲のないデータを簡単に検索し、 

雲のない広域マップ作成ツールを開発している企業もいます 

 

28 
（宇宙ビジネスコートに出展） 

インテリジェントアルゴリズムなし検索 
  

インテリジェントアルゴリズムによる検索結果 
  

2013/5/1～2013/9/30に観測のLandsat8
データ（台湾）から雲量50％以下で検索  

検索結果 
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解析・分析のスペシャリストのネットワークを 
活用する 

１６年以上ある観測データを使う 

衛星データを見る 
衛星データをさわる 
衛星データを活用する 

その実現が、これから紹介する宇宙ビジネスコートです 

29 



Ⓒ2016 一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 Japan Space Systems 30 

終 
End 

Thank you 
 


